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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

留意点 （１）重点目標と評価項目については、各学校の現状と課題に基づき、実情に合わせて重点化し、設定する。
（２）学校関係者評価については、年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し、評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価委員会等を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

・多彩な体験学習を通じ、普段の授業だ
けでは得られない貴重な学びの機会と
なった。生徒にとっては進路を考える機
会ともなっているようで、保護者とともに
好評価を得ている。
・韮葉祭（学園祭）等の学校行事は、感染
症対策を継続しながら９割方「コロナ前」
の状態に戻しての開催となった。韮葉祭
では新企画を立案するなど、生徒会役員
を中心に充実した活動となってきている。
・県定通総合体育大会に参加し、好成績
を収めた。選手の進路活動時期と重なる
など、諸事情で全国大会出場を辞退した
部もあったが、陸上部は出場を果たした。
定通教育祭に関しては、授業や野外学習
等で作品づくりをし、出展した。

B

B
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・新課程３年目となり、これまで評価
の工夫を模索し、機会あるごとに生
徒・保護者に対して評価の観点等を
説明してきたことが、ようやく浸透し
てきていると、アンケート結果から実
感できるところである。今後も弛まず
に検討、工夫を重ねていく。
・次年度は、全学年が一人一台PC
を持つ状態となる。機器利用効果的
である授業の精査と生徒の学習意
欲喚起のための授業づくりを強く意
識して取り組んでいきたい。
・諸事情から、検定受検を一律に奨
励することが難しい。そのため資格
取得に関する意識が弱いという結
果がアンケートに出ている。策を検
討し挑戦する生徒を増やしたい。

・非常勤養護講師が毎月発行して
いる保健だよりが、手元に届き認知
はされているが、内容までは今一つ
という結果がアンケートからわかる。
感染症対策はもちろん、日頃からの
自己健康管理についての情報源と
なりうるツールとして、生徒・保護者
と共有できるように工夫を続けた
い。

・心のケアが必要な生徒が、年々増
加している。生徒だけでなく、保護者
に問題があるなど、ケースが多様
化、複雑化しており、教員だけでは
処理が困難な状況である。次年度も
スクールカウンセラーの定期的な面
談機会の確保・実施が望まれる、

・引き続き感染症対策を講じながら
ということにはなるが、可能な限り体
験型の学習機会を確保し、実施して
いきたい。
・生徒会行事については、「生徒数
減」のために従来通りの開催が難し
いと思われるケースが出てきてい
る。一つ一つの行事の内容を精査
し、よりよい形で実施していくことを、
生徒自らが考えて進めていけるよう
に、教員側がサポートすることを考
えたい。
・定通総体や定通教育祭についても
「生徒数減」による影響が大きく、出
場できる種目や出品数が限られてし
まう状況がある。が、より多くの種
目、部門に生徒が挑戦し、成果を上
げられるよう、指導を継続していき
たい。

・教育課程の改善工夫については、今年
度も学校設定科目を開講し、卒業時に求
められる学習目標に到達するよう、３，４
年生が受講中である。少人数授業につい
ては、自然にマンツーマン指導となってい
るクラスがある等、手厚い指導体制が構
築されている。
・ICTを上手に利用した授業展開をしよう
と、教員間での意見交換やノウハウの相
互伝達等積極的な姿勢がみられる。が、
教員によって利用頻度に差が出てきてい
る。
・家庭科被服製作技術検定４級６名、家
庭科食物調理技術検定４級６名合格。ま
た、外部受検により実用英語技能検定３
級に１名、日本漢字能力検定準２級１名
が合格した。

・登校指導時の声掛け等を通じて、生徒
とのコミュニケーションを大事にし、様子を
把握するよう務めている。保護者との連
絡も丁寧に行い、生徒指導に活かしてい
るが、なかなか連絡がつかない保護者も
おり、対応に苦慮する場面が増えてい
る。
・健康観察や健康管理の継続を啓発し、
諸感染症に「感染しない・させない」という
意識をもって行動するよう、指導を継続し
ている。
・昨年度後半から配置可能となった非常
勤養護講師が、生徒と積極的に関わり様
子を把握してくれている。また、スクール
カウンセラー活用事業を通じて、心のケア
を必要とする生徒との面談や教員に対す
る研修会を実施した。

全職員による登校指
導時の声掛け、挨拶
運動の実施

保健室と連携し、保健
だより・連絡票・掲示
等で健康に関する情
報発信

養護講師、全日制養
護教諭、スクールカウ
ンセラー等関係機関と
の連携による生徒支
援の充実

多くの体験学習、学校行事などを通して、集団の
中で他者と協力する姿勢を育てる。

新入生歓迎会や学園祭等の学校行事が、生徒た
ち自身で運営、活動をするための機会となるよう
支援をする。

家庭と連携協力体制を確立し、安易に欠席や遅
刻をすることなく、規則正しい学校生活が送れるよ
うにする。

感染症対策や自己の健康を自分で管理するとい
う、健康意識を啓発する。

一人ひとりの生徒の悩みや相談に、適切に対応
するための体制を整備する。

定通総合体育大会・定通教育祭への参加を通じ
て、全国大会出場権を得る達成感や、チーム・集
団としての連帯感を醸成する。

ものづくり体験を中心
とした野外学習、果
樹・野菜・花き実習な
どの農業体験

積極的に活動できる
寛容な集団の支援、
組織づくり

定通体育大会への出
場、定通教育祭への
作品出展や生活体験
文発表

個性豊かで、協調性と連帯感を持つ、
調和のとれた人間性の育成に努める

基礎基本の定着を図るため、少人数学習やチー
ムティーチングを取り入れ、丁寧できめ細かな指
導を行う。

アクティブラーニングやICTの活用など、主体的で
実践的な学習内容を設定し、教員の負担軽減も
考慮に入れながら効果的な教育を提供する。

取得可能な資格を積極的に受験させる等、個々に
応じた目標を立てさせ、学力伸長を自己確認する
機会を与える。

教育課程の改善、少
人数教育の実施

ICT機器の利活用、出
退勤調査

家庭科被服製作技術
検定合格者数、食物
調理技術検定合格者
数等

3

3

・引き続き、様々なことに前向きに取り組み、社会に出て必要となる基礎
学力や学びを続ける意欲を育てる指導を続けて欲しい。
・昨年度と課題改善策が、ほぼ同じである。積極的に課題改善に取り組
んで欲しい。
・来年度、全学年が一人一台PCを持つ状態となるようだが、経済的な負
担が懸念される生徒の状況を、注意深く見守って欲しい。
・多様な学習履歴を持った生徒たちが入ってくる場所であるがゆえに昨
今言われる「学びの多様化」を実践すべき状況にあるのではないか。事
前の計画から実践、チェック、評価等万全な準備をして臨んで欲しい。

・保護者の協力を得にくい生徒もいると思うが、家庭との連携を深めつ
つ、人との関わりをもてる生徒を育てて欲しい。
・心のケアについては、重要な案件である。ただただ「SCとの面談機会を
増やす」といったようなことではなく、「個々にどうアプローチをし、目標に
繋げるかを検討していく」といった視点、先生方の共通認識の構築が必
要なのではないか。
・「人間を育てる」という意識を大切に、生徒のみならず先生方もともに育
ち、成長を続ける学校であることを願っている。

・社会の変化に伴い、時代に即した体験活動なども取り入れて、生徒に
自信を持たせて欲しい。
・特に、校内行事については、生徒の人間性を育むために有効な行事で
あるかどうか、今一度精査し、工夫に勤めて欲しい。
・生徒減の状況下ではあるが、少ないなら少ないなりの行事実施方法を
模索し、工夫しながら取り組んでいただきたい。生徒にとって、思い出に
残る学校生活となるよう、前向きに取り組んでいって欲しい。

31

2

3

積極的・意欲的に学び、自ら問題を解
決しようとする人間の育成に努める

心身ともに健康な生活を保持し、基礎
体力の向上と気力の充実に努める

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

○人間を育てる 山梨県立韮崎高等学校校長　　　野崎　哲司

評価

年度末評価（１月１４日現在）

１　積極的・意欲的に学び、自ら問題を解決しようとする人間の育
成に努める

２　心身ともに健康な生活を保持し、基礎体力の向上と気力の充
実に努める

３　個性豊かで、協調性と連帯感を持つ、調和の取れた人間性の
育成に努める

自己評価結果

学校関係者評価

実施日　（令和７年２月１３日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価
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度


